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381 第624@]千葉医学会例会・第 1巨歯科口屋外科教室例会 
と考えられた。 
16. 詔和 53年震芭科己腔外科外来〈入緯〉患者の続
雪上的観察
語訳康雄，高原正民安田境秀
内山誌，磯貝嘉{申，高涼利幸
内出智子，柴博孝 (千大)
昭和53年度当科を受診した新来外来患者について，疾
患那分類，個々の疾患の統計的観察を行ない，その動向
を調査し，現在の外来治諜における諸問題を報告した。 
17. 	 Implant Dentureの畠験傍
荻原 力(荻原デンタノレクリニック)
自本茜科インプラント学会が誕生してから今年で 9年
匡となるが，インプラント学は近年急速に発達した学問
である。インプラント義歯による胆智能率は，有末義歯
のそれに比べて約2.5信であり， 5 7年経過の成功率，. 
弘といわれ，手禽後の義顎をどにも応用されつ95，.70は 
つある。私は最近17例のインプラントによる治療を行な
ったが，今のところ経過顕語である。小数例ではあるが
その大略を報告する。 
18. 	 口腔顔面領域の Herpeszoster 
武藤寿孝，内山智子(千大)
藤田優 〈千大・皮j書耗)
我々は，最近口控顔面部の三文神経支配領域に発生し
た Herpeszosterの3例を経験した。 1倒は第2枝支
配領域に発生した。 2例は第 1， 2技支配領域と第2， 
3枝支匪領域で，況発注を呈し，後遺症を残した。その
うち工例は左上顎半恒!1に及ぶ酋覆骨の壊死と，醤牙の自
然脱落を生じた。これら 3症剖について若干の考察を行
なった。 
19. 	 口腔外科領域における軟性樹躍沫の応用
一上顎洞口控蓮障鎖手街後に用いた症剖
について-
鈴木章敬，大塚敬子，三宅正彦
横)1[ }f，見靖徹，握 稔
田中博，工藤逸賠
(日大・歯・口外)
私達は軟性樹指床を上顎源口腔凄関鎮手術後に設用し
た6症例について報告する。凄の蔀{立は 616部 5f7，tl
.1.l部 1例で口蓋重護弁および， kazanjian法で関鎮手
徳を行った。床試錆後10日から 2週間使用したが，罷鎮
は完全で創冨の仕上がりも良好であった。 
20. Bioprogressive Therapy -矯正韮例報告一
今井香樹〈今井歯科クリニック) 
Bioprogressive Therapy辻越のフルパンドシステム
より大変弱い方で歯牙の移動が可能であ仏前歯部告歯
部を分害i治療でき，生理的・解剖学的特徴を考慮して治
療するのが長所である。さらに治療期間中の成長量・方
向・矯正治療による変化量を予測して， V. T. O.を作
製し治療計画を確実にする。この様な方法で治療した 2
症例を報告する。 
21. 口腔特iこ硬口蓋を占有する巨大な Dilantin性
歯肉HI:!大の 1倒
菅井庸介，木村孝雪，伊藤探秀〔千大)
抗てんかん荊ダイランチンによる副作用として，歯肉
肥大が生じることはよく知られている。今国， 11年間ダ
イランチンを連用している患者 (23歳，男)で上下顎の
童肉記大が著しく，特に上顎においては硬口蓋全体が占
有された症例を経験したので報告する。 
22. 	 口腔外科領域にiI3ける pentazocine，diazepam 
併用効果の基礎と臨来
甲原玄秋 〈千大)
村山 智〈千大・薬理)
家免の茜髄刺激により生ずる関口運動を霧蒲の指標と
する村山の方法によム pentazocine及び diazepam
を静寂内投与し， morphineと比較した。臨床において 
diazepam 3 -10mg，pentazocine 30mgを静脹内投与
し，良好な鎮静状態，疹痛麗イ直の上昇が得られた。重篤
な合併症は認めなかった。
